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(57)【要約】
【課題】他の装置が行う情報処理の状況に応じて、自装
置が扱う情報処理の頻度を制御できる情報処理制御シス
テムを提供する。
【解決手段】サーバ装置８０は、情報提供装置７０から
提供される情報を受信して装置内に保持する。情報参照
装置９０は、サーバ装置８０に保持された情報の参照要
求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づい
て、情報の参照要求をサーバ装置８０に行う。情報提供
装置７０の情報送信手段７１は、サーバ装置８０に情報
を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づ
いて、保持する情報をサーバ装置８０に送信する。サー
バ装置８０の受信頻度監視手段８１は、情報提供装置７
０から送信される情報の受信頻度を監視する。サーバ装
置８０の受信頻度送信手段８２は、受信頻度を情報参照
装置９０に送信する。情報参照装置９０の要求ポリシ更
新手段９１は、サーバ装置８０から受信した受信頻度に
基づいて、要求ポリシを更新する。
【選択図】図２３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、
　前記情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、
　前記サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリ
シに基づいて、前記情報の参照要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、
　前記情報提供装置は、
　前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保
持する情報をサーバ装置に送信する情報送信手段を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、
　前記受信頻度を前記情報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを備え、
　前記情報参照装置は、
　前記サーバ装置から受信した前記受信頻度に基づいて、前記要求ポリシを更新する要求
ポリシ更新手段を備えた
　ことを特徴とする情報処理制御システム。
【請求項２】
　情報提供装置は、
　自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算出する更新監視手段と、
　前記更新頻度に基づいて、送信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段とを備えた
　請求項１記載の情報処理制御システム。
【請求項３】
　保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、
　前記情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、
　前記サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリ
シに基づいて、前記情報の参照要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、
　前記情報参照装置は、
　前記要求ポリシに基づいて、前記サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求
手段を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、
　前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段とを備え、
　前記情報提供装置は、
　前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、前記サーバ装置に情報を送信
する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段を備えた
　ことを特徴とする情報処理制御システム。
【請求項４】
　情報提供装置は、
　自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段
を備え、
　送信ポリシ更新手段は、サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および、前記更新頻
度に基づいて送信ポリシを更新する
　請求項３記載の情報処理制御システム。
【請求項５】
　保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、
　前記情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、
　前記サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリ
シに基づいて、前記情報の参照要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、
　前記情報参照装置は、
　前記要求ポリシに基づいて、前記サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求
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手段と、
　前記要求ポリシを更新する要求ポリシ更新手段を備え、
　前記サーバ装置は、
　前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、
　前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と、
　前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、
　前記受信頻度を前記情報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを備え、
　前記情報提供装置は、
　前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保
持する情報を前記サーバ装置に送信する情報送信手段と、
　自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段
と、
　前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて送信ポ
リシを更新する送信ポリシ更新手段とを備え、
　前記情報参照装置の要求ポリシ更新手段は、前記サーバ装置から受信した前記受信頻度
に基づいて、前記要求ポリシを更新する
　ことを特徴とする情報処理制御システム。
【請求項６】
　自身が保持する情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて当該情
報を他の装置に送信する情報提供装置から受信した情報を保持し、他の装置が保持する情
報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて当該情報の参照要求
を行う情報参照装置から、当該参照要求を受信する処理頻度通知装置であって、
　前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、
　前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と、
　前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、
　前記受信頻度を前記情報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを備えた
　ことを特徴とする処理頻度通知装置。
【請求項７】
　他の装置から受信した情報を保持するサーバ装置から、当該サーバ装置に前記情報の参
照要求を行う情報参照装置からの参照要求の頻度を受信する情報提供装置であって、
　前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保
持する情報を前記サーバ装置に送信する情報送信手段と、
　自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段
と、
　前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて前記送
信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段とを備えた
　ことを特徴とする情報提供装置。
【請求項８】
　保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置が、当該情報提供装置から提供され
る情報を受信して装置内に保持するサーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報であ
る送信ポリシに基づいて、保持する情報を当該サーバ装置に送信し、
　前記サーバ装置が、前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視し、
　前記サーバ装置が、当該サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す
情報である要求ポリシに基づいて前記情報の参照要求を当該サーバ装置に行う情報参照装
置に前記受信頻度を送信し、
　前記情報参照装置が、前記サーバ装置から受信した前記受信頻度に基づいて、前記要求
ポリシを更新する
　ことを特徴とする情報処理制御方法。
【請求項９】
　保持する情報を提供する情報提供装置からの情報を受信して装置内に保持するサーバ装
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置に当該情報の参照要求を行う情報参照装置が、前記サーバ装置が保持する情報の参照要
求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照要求を行い、
　前記サーバ装置が、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視し、
　前記サーバ装置が、前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信し、
　前記情報提供装置が、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、前記サ
ーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新する
　ことを特徴とする情報処理制御方法。
【請求項１０】
　保持する情報を提供する情報提供装置からの情報を受信して装置内に保持するサーバ装
置に当該情報の参照要求を行う情報参照装置が、前記サーバ装置が保持する情報の参照要
求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照要求を行い、
　前記サーバ装置が、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視し、
　前記サーバ装置が、前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信し、
　前記情報提供装置が、前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信
ポリシに基づいて、保持する情報を前記サーバ装置に送信し、
　前記情報提供装置が、自身が保持する情報の更新を監視して、当該情報の更新頻度を算
出し、
　前記情報提供装置が、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および、前記更新
頻度に基づいて前記送信ポリシを更新し、
　前記サーバ装置が、前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視し、
　前記サーバ装置が、前記受信頻度を前記情報参照装置に送信し、
　前記情報参照装置が、前記サーバ装置から受信した前記受信頻度に基づいて、前記要求
ポリシを更新する
　ことを特徴とする情報処理制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、他の装置の処理に連動して自装置が行う情報処理を制御する情報処理制御シ
ステム、および、その情報処理制御システムに適用される情報提供装置、処理頻度通知装
置および情報処理制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信機器に搭載されるセンサや通信機器のデータを利用したサービスが拡大して
いる。このようなサービスとして、例えば、車をターゲットとしたプローブ情報サービス
が挙げられる。プローブ情報サービスとは、車を指針（プローブ）に見立て、車の情報を
サーバで収集し、渋滞情報をはじめとした様々な情報を提供するサービスである。
【０００３】
　上記プローブ情報サービスでは、一定の間隔、または、ある決められたトリガに基づい
て、車の情報をサーバに送信している。例えば、走行情報を５分ごとにサーバに送信する
方法や、ナビゲーションシステムを使用してサーバに接続したタイミングで走行情報を自
動的にアップロードするような方法が用いられる。このようにアップロードされた情報は
、利用者からの参照要求に応じて、各利用者の携帯端末等に送信される。
【０００４】
　また、他の装置からのアクセスや、他の装置から受信する情報に基づいて、自装置内の
動作を制御する技術が、各種知られている。
【０００５】
　特許文献１には、資源情報の更新スケジュールを動的に変更するシステムが記載されて
いる。特許文献１に記載されたシステムは、複数の資源利用者端末と、複数の資源提供サ
ーバと、資源情報取得する複数のエージェントとを備えている。資源提供サーバは、資源
利用者端末からの要求に応じ、エージェントが取得した資源情報を提供する機能を持つ。



(5) JP 2012-18483 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

また、資源提供サーバは、資源情報ごとの更新スケジュールを保持しており、資源利用者
からの検索頻度や資源情報の変化によって、更新スケジュールを変更する。
【０００６】
　特許文献２にはコンテンツの流通を制御するコンテンツ流通方法が記載されている。特
許文献２に記載された方法は、各装置のコンテンツの扱い方に関するサービスポリシを相
互に交換し、双方の装置において相手装置から受信したサービスポリシを自装置のサービ
スポリシと比較することにより、相手装置とコンテンツの流通を実施するか、実施しない
かの判定を行う。
【０００７】
　特許文献３には、各エンドノードの消費電力を低減するセンサネットワークシステムが
記載されている。特許文献３に記載されたシステムは、サーバと複数のノードを備えてお
り、各ノードは、サーバから送信される制御ルールに従って動作する。また、サーバは、
ノードから受信した情報に基づいて選択した制御ルールを適宜ノードへ送信する。
【０００８】
　なお、特許文献４には、データ転送要求に対する処理方法が記載されている。特許文献
４に記載された方法は、他のアプリケーションからデータ転送要求を受け付けると、その
要求に含まれる制限時刻に応じてスケジューリングを行う。また、周期的に処理すべきデ
ータの転送要求を受け付けた場合、データ転送要求を周期が小さい順に優先してスケジュ
ーリングを行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】国際公開第２００６／０４６４８６号（段落００３０，００８８，００９
１、図１）
【特許文献２】特開２００３－１８６７２９号公報（段落００１６，００３２）
【特許文献３】特開２００９－２１８７７６号公報（段落００２５，００３６～００４５
）
【特許文献４】特開２０００－２７６３０３号公報（段落００３２～００３５，００５２
，００５８、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ここで、上述した一般的なプローブ情報サービスで、車の情報をサーバに送信するタイ
ミングについて説明する。一般的なプローブ情報サービスでは、サーバに送信するタイミ
ングが固定されている。そのため、車の情報の更新頻度、車からサーバへ情報を送信する
周期、携帯電話機やパーソナルコンピュータなど外部機器からの参照頻度によっては、サ
ービスの質（提供するデータの精度）の低下や通信量増大に繋がってしまうおそれがある
。
【００１１】
　例えば、車の情報の更新頻度が高く、かつサーバへ情報を送信する周期が長い場合、車
の情報とサーバに送信された情報との一貫性が保てなくなる。その結果、外部機器に提供
する情報の精度が落ちてしまう。一方、車の情報の更新頻度が高く、サーバへ情報を送信
する周期が短くても、外部からの参照頻度が低い場合、外部からの参照頻度が低いにもか
かわらず車の情報がサーバに送り続けられてしまうため、無駄な通信量が発生してしまう
。
【００１２】
　情報を収集する機器単体（ここでは車）に着目した場合、例えば、車の情報の更新頻度
が高くなったらサーバへの送信周期を短くするなど、機器自身で処理ルールを変更するこ
とは可能である。しかし、一般的に、車の情報を参照する外部機器は、サーバから送信さ
れる送信周期を意識せず、あくまでも自身の必要に応じて参照ルールを変更し、その参照
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ルールに基づいてサーバの情報を参照する。このように、機器（車、サーバ、外部機器）
ごとにルールが独立し、それぞれの装置が協調していないため、システム全体としてのバ
ランス（ここでは、送信周期と参照頻度）が取れず、結果、上記のような問題が生じてし
まう。以降、各機器において、情報処理（例えば、情報送信処理、情報参照要求処理など
）を行う頻度を定めたルールのことを、ポリシと記す。
【００１３】
　特許文献１に記載されたシステムの場合、定められた条件に応じてサーバ自身のポリシ
（更新スケジュール）は変更されるが、資源利用者端末側では、その資源情報の更新状況
はわからない。
　資源利用者端末側でも、どの程度の頻度や周期で資源情報にアクセスすればよいか判断
できれば、サービスの質（提供するデータの精度）の低下や通信量の増大を抑制できる。
そのため、資源利用者端末自身が、資源情報の更新状況に応じて、資源情報に対する参照
処理を制御できることが望ましい。
【００１４】
　さらに、特許文献１に記載されたシステムを上述するプローブ情報サービスに適用した
場合、外部機器からの参照頻度が高くなると、サーバは、車に対して情報を要求する周期
を短くすることになる。特許文献１に記載されたシステムでは、車の状態を考慮していな
いため、例えば、車の情報が更新されていない場合や、車が停車するなどネットワークに
接続していない場合、サーバ側では、新たな情報を取得するのは困難である。
【００１５】
　このような場合、特許文献１に記載されたシステムでは、ポーリング処理を行うことで
資源情報が更新されていないことを判断し、情報の更新周期を伸ばす処理を行う。しかし
、このようにポーリング処理を行うことでも、ネットワーク上通信が発生するため、この
ような通信についても抑制できることが望ましい。具体的には、車の状態は、車側でしか
判断できないため、情報を更新する周期の判断は、サーバで側ではなく、情報提供側であ
る車側で行われることが望ましい。
【００１６】
　また、特許文献２に記載されたコンテンツ流通方法は、装置間で双方のポリシを直接交
換するものである。そのため、例えば、情報を収集する一方の装置が稼働していない場合
や、ネットワークに接続していない場合、他方の装置は、必要な情報を参照することが出
来ず、不要な通信が発生する。そのため、情報を参照する側の装置は、上述したプローブ
情報サービスのように、必要なタイミングで情報を取得できる構成であることが望ましい
。
【００１７】
　また、特許文献３に記載されたシステムは、エンドノード側の状況を考慮せず、サーバ
側で規定したルールをエンドノードに伝えて制御するものであるであるため、エンドノー
ドとサーバの双方が連動して動作しているとは言い難い。すなわち、特許文献３に記載さ
れたシステムでは、エンドノード側が情報を収集する状況が考慮されていないという課題
がある。
【００１８】
　そこで、本発明は、他の装置が行う情報処理の状況に応じて、自装置が扱う情報処理の
頻度を制御できる情報処理制御システム、および、その情報処理制御システムに適用され
る情報提供装置、処理頻度通知装置および情報処理制御方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明による情報処理制御システムは、保持する情報を外部の装置に提供する情報提供
装置と、情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、サ
ーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づ
いて、情報の参照要求をサーバ装置に行う情報参照装置とを備え、情報提供装置が、サー
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バ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報
をサーバ装置に送信する情報送信手段を備え、サーバ装置が、情報提供装置から送信され
る情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、受信頻度を情報参照装置に送信する受
信頻度送信手段とを備え、情報参照装置が、サーバ装置から受信した受信頻度に基づいて
、要求ポリシを更新する要求ポリシ更新手段を備えたことを特徴とする。
【００２０】
　本発明による他の情報処理制御システムは、保持する情報を外部の装置に提供する情報
提供装置と、情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と
、サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに
基づいて、情報の参照要求をサーバ装置に行う情報参照装置とを備え、情報参照装置が、
要求ポリシに基づいて、サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求手段を備え
、サーバ装置が、情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視
手段と、参照要求の頻度を情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段とを備え、情報
提供装置が、サーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、サーバ装置に情報を送
信する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段を備えたこと
を特徴とする。
【００２１】
　本発明によるさらに他の情報処理制御システムは、保持する情報を外部の装置に提供す
る情報提供装置と、情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ
装置と、サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポ
リシに基づいて、情報の参照要求をサーバ装置に行う情報参照装置とを備え、情報参照装
置が、要求ポリシに基づいて、サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求手段
と、要求ポリシを更新する要求ポリシ更新手段を備え、サーバ装置が、情報参照装置から
行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、参照要求の頻度を情報提供
装置に送信する参照要求頻度送信手段と、情報提供装置から送信される情報の受信頻度を
監視する受信頻度監視手段と、受信頻度を情報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを
備え、情報提供装置が、サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリ
シに基づいて、保持する情報をサーバ装置に送信する情報送信手段と、自身が保持する情
報の更新を監視し、その情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段と、サーバ装置から
受信した参照要求の頻度、および、更新頻度に基づいて送信ポリシを更新する送信ポリシ
更新手段とを備え、情報参照装置の要求ポリシ更新手段が、サーバ装置から受信した受信
頻度に基づいて、要求ポリシを更新することを特徴とする。
【００２２】
　本発明による処理頻度通知装置は、自身が保持する情報を送信する送信周期を示す情報
である送信ポリシに基づいてその情報を他の装置に送信する情報提供装置から受信した情
報を保持し、他の装置が保持する情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポ
リシに基づいてその情報の参照要求を行う情報参照装置から、その参照要求を受信する処
理頻度通知装置であって、情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求
頻度監視手段と、参照要求の頻度を情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と、情
報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、受信頻度を情
報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを備えたことを特徴とする。
【００２３】
　本発明による情報提供装置は、他の装置から受信した情報を保持するサーバ装置から、
そのサーバ装置に情報の参照要求を行う情報参照装置からの参照要求の頻度を受信する情
報提供装置であって、サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシ
に基づいて、保持する情報をサーバ装置に送信する情報送信手段と、自身が保持する情報
の更新を監視し、その情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段と、サーバ装置から受
信した参照要求の頻度、および、更新頻度に基づいて送信ポリシを更新する送信ポリシ更
新手段とを備えたことを特徴とする。
【００２４】



(8) JP 2012-18483 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

　本発明による情報処理制御方法は、保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置
が、その情報提供装置から提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置に情報
を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報をそのサーバ
装置に送信し、サーバ装置が、情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視し、サ
ーバ装置が、そのサーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報であ
る要求ポリシに基づいて情報の参照要求をそのサーバ装置に行う情報参照装置に受信頻度
を送信し、情報参照装置が、サーバ装置から受信した受信頻度に基づいて、要求ポリシを
更新することを特徴とする。
【００２５】
　本発明による他の情報処理制御方法は、保持する情報を提供する情報提供装置からの情
報を受信して装置内に保持するサーバ装置にその情報の参照要求を行う情報参照装置が、
サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づ
いて、情報の参照要求を行い、サーバ装置が、情報参照装置から行われる参照要求の頻度
を監視し、サーバ装置が、参照要求の頻度を情報提供装置に送信し、情報提供装置が、サ
ーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、サーバ装置に情報を送信する送信周期
を示す情報である送信ポリシを更新することを特徴とする。
【００２６】
　本発明によるさらに他の情報処理制御方法は、保持する情報を提供する情報提供装置か
らの情報を受信して装置内に保持するサーバ装置にその情報の参照要求を行う情報参照装
置が、サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシ
に基づいて、情報の参照要求を行い、サーバ装置が、情報参照装置から行われる参照要求
の頻度を監視し、サーバ装置が、参照要求の頻度を情報提供装置に送信し、情報提供装置
が、サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持
する情報をサーバ装置に送信し、情報提供装置が、自身が保持する情報の更新を監視して
、その情報の更新頻度を算出し、情報提供装置が、サーバ装置から受信した参照要求の頻
度、および、更新頻度に基づいて送信ポリシを更新し、サーバ装置が、情報提供装置から
送信される情報の受信頻度を監視し、サーバ装置が、受信頻度を情報参照装置に送信し、
情報参照装置が、サーバ装置から受信した受信頻度に基づいて、要求ポリシを更新するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、他の装置が行う情報処理の状況に応じて、自装置が扱う情報処理の頻
度を制御できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明による情報処理制御システムの一実施形態を示すブロック図である。
【図２】参照機器３に記憶された要求ポリシを変更する処理の例を示すシーケンス図であ
る。
【図３】送信周期を規定したルールの例を示す説明図である。
【図４】送信ポリシの例を示す説明図である。
【図５】機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報の例を示す説明図である。
【図６】機器情報を受信した後のサーバ２の処理の例を示すシーケンス図である。
【図７】受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度の例を示す説明図であ
る。
【図８】参照機器３が要求ポリシを更新する処理の例を示すシーケンス図である。
【図９】参照周期を規定したルールの例を示す説明図である。
【図１０】要求ポリシの例を示す説明図である。
【図１１】参照機器３がサーバ２に機器情報の参照要求を行う処理の例を示すシーケンス
図である。
【図１２】リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８が記憶するリクエスト頻度の例を示
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す説明図である。
【図１３】提供機器１が送信ポリシを更新する処理の例を示すシーケンス図である。
【図１４】送信周期を規定したルールの例を示す説明図である。
【図１５】送信周期を規定したルールの例を示す説明図である。
【図１６】受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度の例を示す説明図で
ある。
【図１７】リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８が記憶するリクエスト頻度の例を示
す説明図である。
【図１８】送信ポリシの例を示す説明図である。
【図１９】受信頻度の例を示す説明図である。
【図２０】要求ポリシの例を示す説明図である。
【図２１】リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８が記憶するリクエスト頻度の例を示
す説明図である。
【図２２】送信ポリシの例を示す説明図である。
【図２３】本発明による情報処理制御システムの最小構成の例を示すブロック図である。
【図２４】本発明による情報処理制御システムの最小構成の例を示すブロック図である。
【図２５】本発明による情報処理制御システムの最小構成の例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。図１は、本発明による情報処理制
御システムの一実施形態を示すブロック図である。本発明における情報処理制御システム
は、提供機器１と、サーバ２と、参照機器３とを備えている。なお、図１に例示する情報
処理制御システムは、提供機器１および参照機器３を１台ずつ備えているが、提供機器１
および参照機器３は、１台ずつに限定されない。提供機器１および参照機器３は、それぞ
れ複数台存在してもよい。本実施形態では、提供機器１および参照機器３が、それぞれ１
台の場合について説明する。
【００３０】
　提供機器１は、送信手段１１と、更新監視手段１２と、受信手段１３と、ポリシ更新手
段１４と、機器情報記憶手段１５と、ポリシ記憶手段１６とを備えている。
【００３１】
　機器情報記憶手段１５は、提供機器１の情報（以下、機器情報と記す。）を格納する。
機器情報記憶手段１５は、例えば、機器情報をデータベースとして記憶する。提供機器１
の情報（すなわち、機器情報）とは、例えば、提供機器１に搭載されるセンサ（図示せず
）により測定され、随時更新される情報である。測定された機器情報は、更新手段（図示
せず）によって、機器情報記憶手段１５に記憶される。更新手段は、外部の装置であって
もよく、提供機器１に備えられる装置であってもよい。
【００３２】
　ポリシ記憶手段１６は、機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報をサーバ２に送信
する周期を示す情報を記憶する。以下、ポリシ記憶手段１６が記憶するこの情報のことを
、送信ポリシと記す。
【００３３】
　機器情報記憶手段１５およびポリシ記憶手段１６は、磁気ディスク等により実現される
。
【００３４】
　送信手段１１は、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシが示す周期に合わせて、
機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報をサーバ２へ送信する。
【００３５】
　更新監視手段１２は、機器情報記憶手段１５に記憶される機器情報の更新頻度を監視す
る。
【００３６】
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　受信手段１３は、後述する参照機器３がサーバ２に送信したリクエスト頻度を、サーバ
２から受信する。
【００３７】
　ポリシ更新手段１４は、更新監視手段１２が監視している更新頻度をもとに、ポリシ記
憶手段１６に記憶された自身の送信ポリシを更新する。具体的には、ポリシ更新手段１４
は、機器情報の更新頻度に応じた送信周期を規定したルール（以下、更新頻度－送信周期
規定情報と記す。）に基づいて送信ポリシを更新する。
【００３８】
　また、ポリシ更新手段１４は、受信手段１３が受信したリクエスト頻度をもとに、ポリ
シ記憶手段１６に記憶された自身の送信ポリシを更新する。具体的には、ポリシ更新手段
１４は、リクエスト頻度に応じた送信周期を規定したルール（以下、リクエスト頻度－送
信周期規定情報と記す。）に基づいて送信ポリシを更新する。
【００３９】
　送信手段１１と、更新監視手段１２と、受信手段１３と、ポリシ更新手段１４とは、プ
ログラム（情報提供プログラム）に従って動作するコンピュータのＣＰＵによって実現さ
れる。例えば、プログラムは、提供機器１の記憶部（図示せず）に記憶され、ＣＰＵは、
そのプログラムを読み込み、プログラムに従って、送信手段１１、更新監視手段１２、受
信手段１３およびポリシ更新手段１４として動作してもよい。また、送信手段１１と、更
新監視手段１２と、受信手段１３と、ポリシ更新手段１４とは、それぞれが専用のハード
ウェアで実現されていてもよい。
【００４０】
　サーバ２は、受信手段２１と、受信頻度監視手段２２と、リクエスト受信手段２３と、
リクエスト頻度監視手段２４と、送信手段２５と、機器情報記憶手段２６と、受信頻度管
理テーブル記憶手段２７と、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８とを備えている。
【００４１】
　機器情報記憶手段２６は、提供機器１から受信した機器情報を格納する。機器情報記憶
手段２６は、例えば、機器情報をデータベースとして記憶する。
【００４２】
　受信頻度管理テーブル記憶手段２７は、提供機器１から機器情報を受信した頻度（以下
、受信頻度と記す。）を格納するテーブルを記憶する。具体的には、受信頻度管理テーブ
ル記憶手段２７は、受信頻度を示す情報を記憶する。なお、以下の説明では、受信頻度を
示す情報を、受信頻度情報と記すこともある。
【００４３】
　リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８は、後述する参照機器３から受信したリクエ
スト頻度を格納するテーブルを記憶する。すなわち、リクエスト頻度管理テーブル記憶手
段２８は、リクエスト頻度を記憶する。
【００４４】
　機器情報記憶手段２６、受信頻度管理テーブル記憶手段２７およびリクエスト頻度管理
テーブル記憶手段２８は、磁気ディスク等により実現される。
【００４５】
　受信手段２１は、提供機器１から送信される機器情報を受信し、受信した機器情報を機
器情報記憶手段２６に格納する。すなわち、受信手段２１は、提供機器１から受信した機
器情報を機器情報記憶手段２６に記憶させる。
【００４６】
　受信頻度監視手段２２は、提供機器１から機器情報を受信する頻度（すなわち、受信頻
度）を監視し、監視している受信頻度で受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された
受信頻度情報を更新する。
【００４７】
　リクエスト受信手段２３は、参照機器３からのリクエストを受信する。具体的には、リ
クエスト受信手段２３は、機器情報記憶手段２６に記憶された機器情報に対する参照要求
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を参照機器３から受信する。すなわち、上述するリクエストは、機器情報に対する参照要
求と言うことも出来る。
【００４８】
　リクエスト頻度監視手段２４は、参照機器３からのリクエスト頻度を監視し、監視して
いるリクエスト頻度で、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８に記憶されたリクエス
ト頻度を更新する。ここで、リクエスト頻度とは、リクエスト受信手段２３が参照機器か
ら受信するリクエストの頻度のことであり、具体的には、機器情報に対する参照要求の頻
度である。
【００４９】
　送信手段２５は、受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度を参照機器
３に送信する。また、送信手段２５は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８に記憶
されたリクエスト頻度を提供機器１に送信する。
【００５０】
　送信手段２５は、例えば、予め定められた周期で、受信頻度を参照機器３に送信しても
よい。同様に、送信手段２５は、予め定められた周期で、リクエスト頻度を提供機器１に
送信してもよい。なお、この周期は、１日ごとや１週間ごとのように、ある単位時間ごと
であってもよい。
【００５１】
　また、送信手段２５は、単位時間あたりの受信頻度や、リクエスト頻度が、ある閾値を
超えたときに、受信頻度やリクエスト頻度を、それぞれ参照機器３及び提供機器１に送信
してもよい。なお、このようなタイミングで送信処理を行う場合、例えば、受信頻度管理
テーブル記憶手段２７や、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８に、上記閾値を記憶
しておけばよい。このとき、受信頻度監視手段２２が、監視している受信頻度が受信頻度
管理テーブル記憶手段２７に記憶された閾値を超えたか否かを判断し、受信頻度が閾値を
超えた場合に、送信手段２５に対して受信頻度の送信を依頼すればよい。同様に、リクエ
スト頻度監視手段２４が、監視しているリクエスト頻度がリクエスト頻度管理テーブル記
憶手段２８に記憶された閾値を超えたか否かを判断し、リクエスト頻度が閾値を超えた場
合に、送信手段２５に対してリクエスト頻度の送信を依頼すればよい。
【００５２】
　受信手段２１と、受信頻度監視手段２２と、リクエスト受信手段２３と、リクエスト頻
度監視手段２４と、送信手段２５とは、プログラム（処理頻度通知プログラム）に従って
動作するコンピュータのＣＰＵによって実現される。例えば、プログラムは、サーバ２の
記憶部（図示せず）に記憶され、ＣＰＵは、そのプログラムを読み込み、プログラムに従
って、受信手段２１、受信頻度監視手段２２、リクエスト受信手段２３、リクエスト頻度
監視手段２４および送信手段２５として動作してもよい。また、受信手段２１と、受信頻
度監視手段２２と、リクエスト受信手段２３と、リクエスト頻度監視手段２４と、送信手
段２５とは、それぞれが専用のハードウェアで実現されていてもよい。
【００５３】
　参照機器３は、リクエスト手段３１と、受信手段３２と、ポリシ更新手段３３と、ポリ
シ記憶手段３４とを備えている。
【００５４】
　ポリシ記憶手段３４は、サーバ２にリクエストを行う周期を示す情報を記憶する。具体
的には、ポリシ記憶手段３４は、サーバ２に保持された情報のリクエスト（参照要求）を
行う周期を示す情報を記憶する。以下、ポリシ記憶手段３４が記憶するこの情報のことを
、要求ポリシと記す。ポリシ記憶手段３４は、磁気ディスク等により実現される。
【００５５】
　リクエスト手段３１は、ポリシ記憶手段３４に記憶された要求ポリシが示す周期に合わ
せて、提供機器１から送信された機器情報をサーバ２にリクエストする。
【００５６】
　受信手段３２は、サーバ２が提供機器１から機器情報を受信した受信頻度を、サーバ２
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から受信する。
【００５７】
　ポリシ更新手段３３は、受信手段３２が受信した受信頻度をもとに、ポリシ記憶手段３
４に記憶された自身の要求ポリシを更新する。具体的には、ポリシ更新手段３３は、受信
頻度に応じたリクエスト周期を規定したルール（以下、リクエスト周期規定情報と記す。
）に基づいて要求ポリシを更新する。
【００５８】
　リクエスト手段３１と、受信手段３２と、ポリシ更新手段３３とは、プログラム（情報
参照プログラム）に従って動作するコンピュータのＣＰＵによって実現される。例えば、
プログラムは、参照機器３の記憶部（図示せず）に記憶され、ＣＰＵは、そのプログラム
を読み込み、プログラムに従って、リクエスト手段３１、受信手段３２およびポリシ更新
手段３３として動作してもよい。また、リクエスト手段３１と、受信手段３２と、ポリシ
更新手段３３とは、それぞれが専用のハードウェアで実現されていてもよい。
【００５９】
　次に、動作について説明する。本実施形態における情報制御システムの全体の動作は、
（１）提供機器１に記憶された送信ポリシをもとに参照機器３に記憶された要求ポリシを
変更する処理、および、（２）参照機器３に記憶された要求ポリシをもとに提供機器１に
記憶された参照ポリシを変更する処理に大きく分けられる。以下、それぞれの処理につい
て説明する。
【００６０】
　まず、（１）提供機器１に記憶された送信ポリシをもとに参照機器３に記憶された要求
ポリシを変更する処理について説明する。図２は、参照機器３に記憶された要求ポリシを
変更する処理の例を示すシーケンス図である。提供機器１において、更新手段（図示せず
）が、機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報を定期的に更新している。上述するよ
うに、機器情報とは、例えば、提供機器１に搭載されているセンサ（図示せず）が計測す
る情報である。
【００６１】
　更新監視手段１２は、機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報の更新頻度を監視す
る（ステップＳ２０１）。ここでは、更新監視手段１２は、単位時間あたりに更新される
回数を監視していることとし、ステップＳ２０１における監視処理を繰り返し行う。そし
て、更新監視手段１２は、更新頻度をポリシ更新手段１４に通知する（ステップＳ２０２
）。
【００６２】
　ポリシ更新手段１４は、更新監視手段１２が監視する更新回数（すなわち、更新頻度）
をもとに、サーバ２への機器情報の送信周期を算出し、ポリシ記憶手段１６に記憶された
送信ポリシを更新する（ステップＳ２０３）。図３は、機器情報の更新頻度に応じた送信
周期を規定したルール（すなわち、更新頻度－送信周期規定情報）の例を示す説明図であ
る。また、図４は、送信ポリシの例を示す説明図である。
【００６３】
　例えば、図３に例示する閾値が設けられている場合で、機器情報Ａ（以下、情報Ａと記
すこともある。）の更新回数（更新頻度）が５０回だとする。この場合、ポリシ更新手段
１４は、サーバ２へ情報Ａを送信する送信周期を１分と決定し、ポリシ記憶手段１６に記
憶された送信ポリシを更新する。図４に示す例では、デフォルトで情報Ａの送信周期が５
分であった状態から、ポリシ更新手段１４が、情報Ａの送信周期を１分に更新したことを
示す。
【００６４】
　送信手段１１は、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを参照し、機器情報の送
信周期を読み取る（ステップＳ２０４）。送信手段１１は、例えば、デフォルトの状態で
ある場合、図４に例示する送信ポリシを参照し、送信周期「５分」を読み取っておく。図
５は、機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報の例を示す説明図である。図５に示す
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例では、機器情報記憶手段１５に情報Ａの機器情報として、値「１０」が設定されている
ことを示す。なお、送信手段１１が、サーバ２に機器情報を送信する手段や送信方法は、
特に限定されない。
【００６５】
　送信手段１１は、設定した周期になると、機器情報記憶手段１５から機器情報を取得し
（図２におけるステップＳ２０５）、取得した機器情報をサーバ２に送信する（ステップ
Ｓ２０６）。その後、送信手段１１は、次の送信タイミングを決定するため、ポリシ記憶
手段１６に記憶された送信ポリシを参照する。ここでは、図４に例示する更新後の送信ポ
リシを参照することとする。図４に例示する更新後の機器情報Ａの送信周期は１分である
ため、送信手段１１は、ポリシ記憶手段１６から送信周期「１分」を読み取っておき、次
回からの送信周期を１分として送信処理を行う。このように、送信手段１１は、ステップ
Ｓ２０４～Ｓ２０６の処理を繰り返す。
【００６６】
　次に、サーバ２が機器情報を受信する処理について説明する。図６は、機器情報を受信
した後のサーバ２の処理の例を示すシーケンス図である。提供機器１から機器情報が送信
されると（ステップＳ２０６）、受信手段２１は、提供機器１からの機器情報を受信し、
受信した機器情報を機器情報記憶手段２６に格納する（ステップＳ６０１）。また、受信
手段２１は、受信したことを受信頻度監視手段２２に通知する（ステップＳ６０２）。以
降、受信手段２１は、提供機器１から機器情報を受信し、受信した旨を受信頻度監視手段
２２に通知するステップＳ２０６，Ｓ６０１，Ｓ６０２の処理を繰り返す。
【００６７】
　受信頻度監視手段２２は、提供機器１からの機器情報の受信を監視し、受信頻度管理テ
ーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度を更新する（ステップＳ６０３）。ここで、受
信頻度監視手段２２は、単位時間あたりに受信する回数を監視していることとする。図７
は、受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度の例を示す説明図である。
図７に示す例では、サーバ２が機器情報として情報Ａを受信する単位時間あたりの頻度が
「１５回」であることを示す。
【００６８】
　次に、サーバ２から参照機器３へ受信頻度を送信する処理について説明する。送信手段
２５は、受信頻度管理テーブル記憶手段２７を参照し、機器情報の受信頻度を取得する（
ステップＳ６０４）。そして、送信手段２５は、取得した機器情報の受信頻度を参照機器
３に送信する（ステップＳ６０５）。なお、送信手段２５が、参照機器３に受信頻度を送
信する手段や送信方法は、特に限定されない。以降、送信手段２５は、ステップＳ６０４
～Ｓ６０５の処理を繰り返す。
【００６９】
　次に、参照機器３が要求ポリシを更新する処理について説明する。図８は、参照機器３
が要求ポリシを更新する処理の例を示すシーケンス図である。サーバ２が受信頻度を参照
機器３に送信すると（ステップＳ６０５）、受信手段３２は、サーバ２から送信される機
器情報Ａの受信頻度を受信し、受信した受信頻度をポリシ更新手段３３に通知する（ステ
ップＳ８０１）。そして、ポリシ更新手段３３は、受信頻度をもとに、ポリシ記憶手段３
４に記憶された要求ポリシを更新する（ステップＳ８０２）。図９は、受信頻度に応じた
参照周期を規定したルール（すなわち、リクエスト周期規定情報）の例を示す説明図であ
る。また、図１０は、要求ポリシの例を示す説明図である。
【００７０】
　例えば、図９に例示する閾値が設けられている場合で、受信手段３２が、情報Ａの受信
頻度として図７に例示する受信頻度「１５回」を受け取ったとする。この場合、ポリシ更
新手段３３は、サーバ２に対する情報Ａの参照周期を１分と決定し、ポリシ記憶手段３４
に記憶された要求ポリシを更新する。図１０に示す例では、情報Ａの参照周期が３分であ
った状態から、ポリシ更新手段３３が、情報Ａの参照周期を１分に更新したことを示す。
【００７１】
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　以降、参照機器３では、サーバ２から受信頻度を受信して、要求ポリシを更新するステ
ップＳ６０５，Ｓ８０１，Ｓ８０２の処理が繰り返し行われる。
【００７２】
　以上が、（１）提供機器１に記憶された送信ポリシをもとに参照機器３に記憶された要
求ポリシを変更する処理についての説明である。すなわち、本実施形態における情報処理
制御システムは、図１に例示する情報処理制御システムの構成のうち、提供機器１の送信
手段１１と、サーバ２の受信頻度監視手段２２及び送信手段２５と、参照機器３のポリシ
更新手段３３とを備えた構成であってもよい。本実施形態における情報処理制御システム
がこれらの構成を備えることにより、参照機器３側では、他の装置（提供機器１）が行う
情報処理（情報更新）の状況に応じて、自装置が扱う情報処理（参照要求）の頻度を制御
できる。
【００７３】
　次に、（２）参照機器３に記憶された要求ポリシをもとに提供機器１に記憶された参照
ポリシを変更する処理について説明する。図１１は、参照機器３がサーバ２に機器情報の
参照要求を行う処理の例を示すシーケンス図である。参照機器３のリクエスト手段３１は
、ポリシ記憶手段３４に記憶された要求ポリシにもとづき、サーバ２にリクエストを行う
（ステップＳ１１０１）。具体的には、リクエスト手段３１は、ポリシ記憶手段３４に記
憶された要求ポリシが示す参照周期に基づき、提供機器１から送信された機器情報の参照
要求をサーバ２に行う。以下の説明では、図１０に例示する参照周期「５分」で機器情報
である情報Ｃの参照要求をサーバ２に行っているものとする。
【００７４】
　サーバ２のリクエスト受信手段２３は、参照機器３からリクエストを受信する。リクエ
スト受信手段２３は、リクエストを受信すると、機器情報記憶手段２６から機器情報Ｃを
読み取り、参照機器３に送信する。なお、参照機器３に機器情報を送信する処理は、リク
エスト受信手段２３が行ってもよく、送信手段２５が行ってもよい。なお、図１１に例示
するシーケンス図では、機器情報を送信する処理についての記載は省略する。そして、リ
クエスト受信手段２３は、リクエストを受信した旨をリクエスト頻度監視手段２４に通知
する（ステップＳ１１０２）。以降、リクエスト受信手段２３は、参照機器３から送信さ
れるリクエストを受信して、リクエスト頻度監視手段２４に受信した旨を通知するステッ
プＳ１１０１～Ｓ１１０２の処理を繰り返す。
【００７５】
　リクエスト頻度監視手段２４は、参照機器３から受信するリクエストを監視し、リクエ
スト頻度管理テーブル記憶手段２８に記憶されたリクエスト頻度を更新する（ステップＳ
１１０３）。ここで、リクエスト頻度監視手段２４は、単位時間あたりに受信するリクエ
ストの回数を監視していることとする。図１２は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段
２８が記憶するリクエスト頻度の例を示す説明図である。図１２に示す例では、単位時間
あたりの情報Ｃのリクエスト回数が「５回」であることを示す。
【００７６】
　次に、サーバ２がリクエスト頻度を提供機器１へ送信する処理について説明する。送信
手段２５は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８を参照し、機器情報のリクエスト
頻度を取得する（ステップＳ１１０４）。そして、送信手段２５は、取得した機器情報の
リクエスト頻度を提供機器１に送信する（ステップＳ１１０５）。なお、送信手段２５が
、提供機器１にリクエスト頻度を送信する手段や送信方法は、特に限定されない。以降、
送信手段２５は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８からリクエスト頻度を読み取
って、読み取ったリクエスト頻度を提供機器１に送信するステップＳ１１０４～Ｓ１１０
５の処理を繰り返す。
【００７７】
　次に、提供機器１が送信ポリシを更新する処理について説明する。図１３は、提供機器
１が送信ポリシを更新する処理の例を示すシーケンス図である。サーバ２がリクエスト頻
度を提供機器１に送信すると（ステップＳ１１０５）、受信手段１３は、サーバ２から送
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信される機器情報Ｃのリクエスト頻度を受信し、受信したリクエスト頻度をポリシ更新手
段１４に通知する（ステップＳ１３０１）。そして、ポリシ更新手段１４は、リクエスト
頻度をもとに、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを更新する（ステップＳ１３
０２）。図１４は、リクエスト頻度に応じた送信周期を規定したルール（すなわちリクエ
スト頻度－送信周期規定情報）の例を示す説明図である。
【００７８】
　例えば、図１４に例示する閾値が設けられている場合で、受信手段１３が、機器情報で
ある情報Ｃのリクエスト頻度として図１２に例示するリクエスト頻度「５回」を受け取っ
たとする。この場合、ポリシ更新手段１４は、サーバ２に対する情報Ｃの送信周期を３分
と決定し、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを更新する。
【００７９】
　以降、提供機器１では、サーバ２からリクエスト頻度を受信して、送信ポリシを更新す
るステップＳ１１０５，Ｓ１３０１，Ｓ１３０２の処理が繰り返し行われる。
【００８０】
　以上が、（２）参照機器３に記憶された要求ポリシをもとに提供機器１に記憶された参
照ポリシを変更する処理についての説明である。すなわち、本実施形態における情報処理
制御システムは、図１に例示する情報処理制御システムの構成のうち、参照機器３のリク
エスト手段３１と、サーバ２のリクエスト頻度監視手段２４及び送信手段２５と、提供機
器１のポリシ更新手段１４とを備えた構成であってもよい。本実施形態における情報処理
制御システムがこれらの構成を備えることにより、提供機器１側では、他の装置（参照機
器３）が行う情報処理（参照要求）の状況に応じて、自装置が扱う情報処理（情報更新）
の頻度を制御できる。
【００８１】
　ここで、上述の通り、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシは、提供機器１にお
ける機器情報の更新頻度と、参照機器３のリクエスト頻度とによって決定される。本実施
形態における動作の説明では、更新頻度をもとにした要求ポリシの更新処理と、リクエス
ト頻度をもとにした送信ポリシの更新処理とをそれぞれ分けて説明した。ただし、これら
２つの処理は、別々に行われなくてもよい。これら２つの処理を組み合わせることで、提
供機器１が機器情報を送信する処理頻度をより適切に制御できるようになる。
【００８２】
　図１５は、更新頻度及びリクエスト頻度に応じた送信周期を規定したルール（以下、拡
張送信周期規定情報と記す。）の例を示す説明図である。図１５に例示する拡張送信周期
規定情報については、以下のように規定してもよい。
【００８３】
　まず、機器情報の更新頻度に応じたレベルを規定したルール（図１５における「機器情
報の更新頻度」参照。以下、更新頻度レベル情報と記す。）と、機器情報のリクエスト頻
度に応じたレベルを規定したルール（図１５における「参照機器３のリクエスト頻度」参
照。以下、リクエスト頻度レベル情報と記す。）とを定めておく。そして、機器情報ごと
に、更新頻度レベル情報におけるレベルとリクエスト頻度レベル情報におけるレベルとを
掛け合わせた値に応じて送信周期を規定する（図１５における「ポリシを決定する閾値」
参照）。
【００８４】
　このとき、ポリシ更新手段１４は、更新監視手段１２が監視する更新頻度から更新頻度
レベル情報におけるレベルを導出し、受信手段１３が受信したリクエスト頻度からリクエ
スト頻度レベル情報におけるレベルを導出する。そして、ポリシ更新手段１４は、拡張送
信周期規定情報をもとに、導出されたそれぞれのレベルを掛け合わせた値に対応する送信
周期を特定し、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを更新すればよい。
【００８５】
　次に、本実施の形態の効果について説明する。以上のように、本実施形態によれば、提
供機器１の送信手段１１が、送信ポリシに基づいて機器情報をサーバ２に送信する。また
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、サーバ２の受信頻度監視手段２２が、提供機器１から送信される情報の受信頻度を監視
し、送信手段２５が、その受信頻度を参照機器３に送信する。そして、参照機器３のポリ
シ更新手段３３が、サーバ２から受信した受信頻度に基づいて、要求ポリシを更新する。
具体的には、要求ポリシを更新する際、ポリシ更新手段３３は、リクエスト周期規定情報
に基づいて要求ポリシを更新する。よって、参照機器３側では、他の装置（提供機器１）
が行う情報処理（情報更新）の状況に応じて、自装置が扱う情報処理（参照要求）の頻度
を制御できる。
【００８６】
　また、本実施形態によれば、参照機器３のリクエスト手段３１が、要求ポリシに基づい
て、機器情報の参照要求を行う。また、サーバ２のリクエスト頻度監視手段２４が、参照
機器３から行われるリクエストの頻度を監視し、送信手段２５が、リクエストの頻度を提
供機器１に送信する。そして、提供機器１のポリシ更新手段１４が、サーバ２から受信し
たリクエストの頻度に基づいて送信ポリシを更新する。具体的には、送信ポリシを更新す
る際、ポリシ更新手段１４は、リクエスト頻度－送信周期規定情報に基づいて送信ポリシ
を更新する。よって、提供機器１側では、他の装置（参照機器３）が行う情報処理（参照
要求）の状況に応じて、自装置が扱う情報処理（情報更新）の頻度を制御できる。
【００８７】
　すなわち、本実施形態によれば、提供機器１と参照機器３との間で、お互いのポリシを
更新するための情報がサーバ２を通して通知される。そのため、相手の機器のポリシを考
慮して、自身のポリシを変更することができる。
【００８８】
　例えば、参照機器３のリクエスト頻度が低い場合、提供機器１は、それほど機器情報が
必要とされていないと判断し、サーバ２へ機器情報を送信する周期を長くすることができ
る。これにより、提供機器１とサーバ２との間における通信量の無駄を省くことができる
。一方、参照機器３のリクエスト頻度が高い場合は、提供機器１は、機器情報が必要とさ
れていると判断し、サーバ２へ機器情報を送信する周期を短くすることができる。これに
より、参照機器３に対し、精度が高い機器情報を提供することができる。
【００８９】
　また、本実施形態では、図２におけるステップＳ２０３に示すように、ポリシ更新手段
１４がポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを更新しているが、送信手段１１は、
更新した送信ポリシそのものをサーバ２に送信していない。サーバ２では、図６における
ステップＳ６０３に示すように、受信頻度監視手段２２が提供機器１からの機器情報の受
信を監視して受信頻度を算出している。すなわち、サーバ２は、提供機器１のポリシが変
更されたことを間接的に知ることになる。そのため、参照機器３は、提供機器１のポリシ
を直接参照しているのではなく、あくまでもサーバ２が算出した受信頻度を参照している
ことになる。本実施形態において、このような構成にしている理由は、提供機器１が通信
ネットワークに接続されていない場合を考慮しているからである。
【００９０】
　例えば、本実施形態における情報処理制御システムを、上述したプローブ情報サービス
に適用したとする。この場合、本実施形態における提供機器１は、プローブ情報サービス
における車に相当する。車は、エンジンが停止している時など、通信ネットワークに接続
していない場合も多い。そのため、送信ポリシ通りに機器情報を送信できない場合も多い
と言える。そのため、送信ポリシそのものをサーバ２に送信するのではなく、実際に送信
した頻度をサーバ２で送信した方が、機器情報の精度を高くすることが出来る。
【００９１】
　また、参照機器３とサーバ２との間においても、要求ポリシそのものはサーバ２に送信
されず、サーバ２のリクエスト頻度監視手段２４がリクエストされた頻度を測定している
。この理由も、上述する理由と同様である。
【００９２】
　次に、本実施形態に情報処理制御システムにおける変形例について説明する。上記説明
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では、情報処理制御システムが、提供機器１および参照機器３を１台ずつ備えている場合
について説明した。ただし、提供機器１および参照機器３は、それぞれ複数台存在しても
よい。
【００９３】
　例えば、図５に例示する機器情報には、機器ＩＤなど、提供機器を特定できる情報が含
まれる。この場合、送信手段１１は、機器情報記憶手段１５から機器情報とともに、機器
ＩＤを取得し、取得したこれらの情報をサーバ２に送信すればよい。そして、図１に例示
する機器情報記憶手段２６は、機器ごとの機器情報を記憶すればよい。なお、機器情報記
憶手段２６は、これら複数の機器情報をまとめた情報（機器情報の統計情報）を記憶して
もよい。
【００９４】
　また、図１６は、受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度の例を示す
説明図である。複数の提供機器１が存在する場合、図１６に例示するように、受信頻度管
理テーブル記憶手段２７は、受信頻度とともに、送信元機器の情報を記憶する。また、図
１７は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段２８が記憶するリクエスト頻度の例を示す
説明図である。複数の提供機器１が存在する場合、図１７に例示するように、リクエスト
頻度管理テーブル記憶手段２８は、リクエスト頻度とともに、参照機器３を特定できる機
器ＩＤなどの情報を記憶する。
【００９５】
　この場合、サーバ２（より具体的には、送信手段２５）は、図６に例示するステップＳ
６０４～Ｓ６０５において、受信頻度を参照機器３に送信するとき、受信頻度管理テーブ
ル記憶手段２７に記憶された送信元機器を参照することで、送信する参照機器３を特定で
きる。
【００９６】
　また、上述する実施形態では、サーバ２が参照機器３へ受信頻度を送信するタイミング
と、サーバ２が参照機器３からリクエストを受けたタイミングとが、別々に行われる場合
について説明した。ただし、双方の処理が行われるタイミングは、上述するタイミングに
限定されない。これらのタイミング（すなわち、サーバ２が参照機器３へ受信頻度を送信
するタイミングと、サーバ２が参照機器３からリクエストを受けたタイミング）は、関連
していてもよい。
【００９７】
　具体的には、サーバ２（具体的には、送信手段２５）は、参照機器３からのリクエスト
に対するレスポンスとして、機器情報に加え、受信頻度を参照機器３に送信してもよい。
この方法として、例えば、ＨＴＴＰ（Hypertext Transfer Protocol ）レスポンスヘッダ
に特定のタグを設け、そこに機器情報や受信頻度を追加することで、これらの情報を参照
機器３に送信する方法が挙げられる。ただし、機器情報や受信頻度を送信する方法は、こ
の方法に限定されない。
【００９８】
　同様に、上述する実施形態では、サーバ２が提供機器１へリクエスト頻度を送信するタ
イミングと、サーバ２が提供機器１から機器情報を受信するタイミングとが、別々に行わ
れる場合について説明した。ただし、双方の処理が行われるタイミングは、上述するタイ
ミングに限定されない。これらのタイミング（サーバ２が提供機器１へリクエスト頻度を
送信するタイミングと、サーバ２が提供機器１から機器情報を受信するタイミング）は、
関連していてもよい。具体的には、サーバ２（具体的には、送信手段２５）は、提供機器
１から機器情報が送信された際のレスポンスとして、リクエスト頻度を提供機器１に送信
してもよい。
【００９９】
　なお、本実施形態によれば、参照機器３からのリクエストが多くなればなるほど、提供
機器１がサーバ２に機器情報を送信する間隔を短くすることが出来る。一方で、例えば、
悪意のあるユーザがサーバ２に対してリクエストを頻繁に行い、提供機器１からの送信周
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期を極端に短くしてしまい、結果、ネットワークを圧迫するような攻撃をすることも考え
られる。このような攻撃を回避するため、例えば、送信周期の最短の閾値を設けるなど、
攻撃に対処する処理を加えてもよい。
【０１００】
　その他、提供機器１の制御部（図示せず）や、参照機器３の制御部（図示せず）が、送
信ポリシや要求ポリシを初期値に戻す処理を行ってもよい。また、サーバ２において、１
つの参照機器３から受け付けるリクエストの上限値を定めておき、リクエスト受信手段２
３が、その上限値を超えるリクエストを拒否するようにしてもよい。
【０１０１】
　なお、提供機器１から送信される機器情報の周期についても、上記と同様である。すな
わち、提供機器１がサーバ２に機器情報の送信を頻繁に行われるような攻撃がされた場合
も、サーバ２に対してリクエストが頻繁に行われるような場合と同様に対応すればよい。
【実施例】
【０１０２】
　以下、具体的な実施例により本発明を説明するが、本発明の範囲は以下に説明する内容
に限定されない。本実施例では、本発明による情報処理制御システムをプローブ情報サー
ビスに適用する場合について説明する。具体的には、機器情報を測定する車が、図１に例
示する提供機器１に対応する。また、車の情報（機器情報）を収集するセンタサーバが、
図１に例示するサーバ２に対応する。また、センタサーバが収集した機器情報を参照する
携帯電話機が、図１に例示する参照機器３に対応する。なお、参照機器３に対応する機器
は、携帯電話機に限られない。参照機器３に対応する機器は、パーソナルコンピュータな
どの機器でもよいし、車の情報を利用したサービスを展開するサービス事業者（具体的に
は、サービス事業者が扱う装置）であってもよい。
【０１０３】
　以下、車（提供機器１に相当）が保持する送信ポリシをもとに、携帯電話機（参照機器
３に相当）が保持する要求ポリシを変更する処理、および、携帯電話機（参照機器３に相
当）が保持する要求ポリシをもとに、車（提供機器１に相当）が保持する送信ポリシを経
項する処理について説明する。
【０１０４】
　車では、更新手段（図示せず）が、定期的に機器情報記憶手段１５に記憶された機器情
報を更新する。なお、本実施例では、車の位置情報やガソリン残量を示す情報を機器情報
として説明する。更新監視手段１２は、機器情報記憶手段１５に記憶された機器情報の更
新頻度を監視しており、ここでは、１時間に６０回更新されていることとする。
【０１０５】
　ポリシ更新手段１４は、この更新頻度をもとに、センタサーバにアップロードする周期
（すなわち、送信周期）を変更し、ポリシ記憶手段１６に記憶された送信ポリシを更新す
る。図１８は、本実施例における送信ポリシの例を示す説明図である。図１８に示す例で
は、ポリシ更新手段１４が、機器情報である「ガソリン残量」の送信周期を、３分から１
分に更新していることを示す。送信手段１１は、更新された送信ポリシを参照し、送信ポ
リシの送信周期に基づいて、センタサーバにガソリン残量を送信する。
【０１０６】
　センタサーバは、ガソリン残量を車から定期的に受信する。このとき、受信頻度監視手
段２２は、受信頻度を算出し、受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度
を、算出した受信頻度で更新する。なお、本実施例では、受信頻度監視手段２２は、１時
間あたりの受信回数を監視していることとする。図１９は、受信頻度管理テーブル記憶手
段２７に記憶された受信頻度の例を示す説明図である。本実施例では、図１８に例示する
ように、車から送信される「ガソリン残量」の送信周期が１分ごとであるため、受信頻度
監視手段２２は、受信頻度を「６０回」と算出する。そして、受信頻度監視手段２２は、
算出した受信頻度で、受信頻度管理テーブル記憶手段２７に記憶された受信頻度を更新す
る。
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【０１０７】
　ここで、車がエンジンを停止している、あるいは、車がネットワークに接続できない場
合など、車がセンタサーバへ機器情報を送信できない場合について説明する。この場合、
車が保持する送信ポリシが「機器情報を１分ごとに送信」とされていても、車は、実際１
分ごとに機器情報を送信することはできない。しかし、本発明では、このように、車のエ
ンジンが停止しているときが多いことを考慮し、車の保持する送信ポリシを直接センタサ
ーバに送信するのではなく、センタサーバ側が、実際に送信された送信実績から受信頻度
を算出する。
【０１０８】
　次に、センタサーバは、受信頻度管理テーブル記憶手段２７から受信頻度を読み取り、
携帯電話機に送信する。ここでは、ガソリン残量を携帯電話機が参照することを前提とし
ている。なお、上述したように、複数の携帯電話機が存在し、各携帯電話機がそれぞれ要
望する機器情報を参照するような場合、図１７に例示するように、リクエスト頻度管理テ
ーブル記憶手段２８内に、各携帯電話機の機器ＩＤを記憶しておけばよい。送信手段２５
がその機器ＩＤを参照することで、機器情報を送信する携帯電話機を特定することができ
る。
【０１０９】
　携帯電話機は、センタサーバから受信頻度を受信すると、ポリシ更新手段３３は、自身
の要求ポリシを更新する。具体的には、ポリシ更新手段３３は、センタサーバから受信し
た受信頻度から、「１時間に６０回の頻度で、車からセンタサーバにガソリン残量が送信
されている」ということがわかる。そのため、携帯電話機は、自身の要求ポリシを適切に
更新することが出来る。
【０１１０】
　具体的には、ポリシ更新手段３３は、図９に例示するようなリクエスト周期規定情報に
基づいて、機器情報を参照する参照周期を適切に更新できる。図２０は、要求ポリシの例
を示す説明図である。図２０に示す例では、ポリシ更新手段３３が１時間に６０回の頻度
でリクエストを行うことが適切であると判断し、「ガソリン残量」の参照周期を３分から
１分に更新していることを示す。
【０１１１】
　次に、携帯電話機からセンタサーバに対して行うリクエスト処理について説明する。本
実施例では、携帯電話機が１時間に１０回の頻度でセンタサーバにリクエストを行ってい
ると仮定する。
【０１１２】
　センタサーバ（より詳しくは、リクエスト受信手段２３）は、携帯電話機からのリクエ
ストを受信する。リクエスト頻度監視手段２４は、リクエスト頻度を算出し、算出したリ
クエスト頻度でリクエスト頻度管理テーブル２８に記憶されたリクエスト頻度を更新する
。図２１は、リクエスト頻度の例を示す説明図である。図２１に示す例では、リクエスト
頻度監視手段２４が、携帯電話機から受信したリクエスト回数をもとに、機器情報「ガソ
リン残量」に対するリクエスト頻度を「２０回」から「１０回」に更新したことを示す。
センタサーバ（より詳しくは、送信手段２５）は、リクエスト頻度管理テーブル記憶手段
２８からリクエスト頻度を読み取り、読み取ったリクエスト頻度を車に送信する。
【０１１３】
　車（より具体的には、受信手段１３）が、センタサーバからリクエスト頻度を受信する
と、ポリシ更新手段１４は、自身の送信ポリシを更新する。具体的には、ポリシ更新手段
１４は、センタサーバから受信したリクエスト頻度から、「１時間に１０回の頻度で携帯
電話機からセンタサーバにガソリン残量が要求されている」ということがわかる。そのた
め、車は、自身の送信ポリシを適切に更新することが出来る。
【０１１４】
　具体的には、ポリシ更新手段１４は、図１４に例示するようなリクエスト頻度－送信周
期規定情報に基づいて、機器情報を送信する送信周期を適切に更新する。図２２は、送信
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ポリシの例を示す説明図である。図２２に示す例では、ポリシ更新手段１４が１時間に１
０回の頻度で機器情報を送信すればよいと判断し、「ガソリン残量」の送信周期を１分か
ら６分に更新していることを示す。
【０１１５】
　以上のように、本実施例におけるプローブ情報サービスでは、センタサーバを介して、
情報の提供側（車）と、要求側（携帯電話機）のポリシを連動させているため、自身が保
持するポリシを適切に更新できる。
【０１１６】
　次に、本発明の最小構成について説明する。図２３、図２４及び図２５は、本発明によ
る情報処理制御システムの最小構成の例を示すブロック図である。図２３に例示する情報
処理制御システムは、保持する情報（例えば、機器情報）を外部の装置（例えば、サーバ
２）に提供する情報提供装置７０（例えば、提供機器１）と、情報提供装置７０から提供
される情報を受信して装置内に保持する（例えば、機器情報記憶手段２６に記憶する）サ
ーバ装置８０（例えば、サーバ２）と、サーバ装置８０に保持された情報の参照要求（例
えば、リクエスト）を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、情報の参照
要求をサーバ装置８０に行う情報参照装置９０（例えば、参照機器３）とを備えている。
【０１１７】
　情報提供装置７０は、サーバ装置８０に情報を送信する送信周期を示す情報である送信
ポリシに基づいて、保持する情報をサーバ装置８０に送信する情報送信手段７１（例えば
、送信手段１１）を備えている。
【０１１８】
　サーバ装置８０は、情報提供装置７０から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻
度監視手段８１（例えば、受信頻度監視手段２２）と、受信頻度を情報参照装置９０に送
信する受信頻度送信手段８２（例えば、送信手段２５）とを備えている。
【０１１９】
　情報参照装置９０は、サーバ装置８０から受信した受信頻度に基づいて、要求ポリシを
更新する要求ポリシ更新手段９１（例えば、ポリシ更新手段３３）を備えている。
【０１２０】
　図２４に例示する情報処理制御システムも、情報提供装置７０と、サーバ装置８０と、
情報参照装置９０とを備えている。図２４に例示する情報処理制御システムでは、情報参
照装置９０は、要求ポリシに基づいて、サーバ装置８０が保持する情報の参照要求を行う
参照要求手段９２（例えば、リクエスト手段３１）を備えている。
【０１２１】
　サーバ装置８０は、情報参照装置９０から行われる参照要求（例えば、リクエスト）の
頻度を監視する参照要求頻度監視手段８３（例えば、リクエスト頻度監視手段２４）と、
参照要求の頻度を情報提供装置１に送信する参照要求頻度送信手段８４（例えば、送信手
段２５）とを備えている。
【０１２２】
　情報提供装置７０は、サーバ装置８０から受信した参照要求の頻度に基づいて、サーバ
装置８０に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新する送信ポリシ更
新手段７２（例えば、ポリシ更新手段１４）を備えている。
【０１２３】
　図２５に例示する情報処理制御システムも、情報提供装置７０と、サーバ装置８０と、
情報参照装置９０とを備えている。また、情報参照装置９０は、参照要求手段９２と、要
求ポリシ更新手段９１とを備え、サーバ装置８０は、参照要求頻度監視手段８３と、参照
要求頻度送信手段８４と、受信頻度監視手段８１と、受信頻度送信手段８２とを備えてい
る。
【０１２４】
　また、情報提供装置７０は、上述する情報送信手段７１と、自身が保持する情報の更新
を監視し、その情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段７３（例えば、更新監視手段
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１２）と、サーバ装置８０から受信した参照要求の頻度、および、更新頻度に基づいて送
信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段７４（例えば、ポリシ更新手段１４）とを備えて
いる。
【０１２５】
　これらの構成により、他の装置が行う情報処理の状況に応じて、自装置が扱う情報処理
の頻度を制御できる。例えば、図２３に例示する情報処理制御システムでは、情報参照装
置９０が、情報提供装置７０が行う情報処理（情報更新）の状況に応じて、自装置が扱う
情報処理（参照要求）の頻度を制御できる。また、図２４に例示する情報処理制御システ
ムでは、情報提供装置７０が、情報参照装置９０が行う情報処理（参照要求）の状況に応
じて、自装置が扱う情報処理（情報更新）の頻度を制御できる。
【０１２６】
　なお、本発明における情報処理制御システムは、情報を提供する機器（提供機器１）が
サーバ２に対して情報を送信し、外部機器（参照機器３）がサーバ２にアクセスして情報
を参照するような情報システムであり、提供機器１及び参照機器３それぞれのポリシが連
動して変化するシステムである。そのため、本システムにおける情報処理制御システムは
、各装置のポリシを管理するシステム（ポリシ管理システム）と言うこともできる。
【０１２７】
　上記の実施形態の一部又は全部は、以下の付記のようにも記載されうるが、以下には限
られない。
【０１２８】
（付記１）保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、前記情報提供装置から
提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、前記サーバ装置に保持された
情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照
要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、前記情報提供装置は、前記サーバ装
置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報をサ
ーバ装置に送信する情報送信手段を備え、前記サーバ装置は、前記情報提供装置から送信
される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、前記受信頻度を前記情報参照装置
に送信する受信頻度送信手段とを備え、前記情報参照装置は、前記サーバ装置から受信し
た前記受信頻度に基づいて、前記要求ポリシを更新する要求ポリシ更新手段を備えたこと
を特徴とする情報処理制御システム。
【０１２９】
（付記２）情報提供装置は、自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を
算出する更新監視手段と、前記更新頻度に基づいて、送信ポリシを更新する送信ポリシ更
新手段とを備えた付記１記載の情報処理制御システム。
【０１３０】
（付記３）送信ポリシ更新手段は、保持する情報の更新頻度に応じた送信周期を規定する
送信周期規定情報に基づいて送信ポリシを更新する付記２記載の情報処理制御システム。
【０１３１】
（付記４）要求ポリシ更新手段は、前記サーバ装置から受信した受信頻度に応じた参照周
期を規定する参照周期規定情報に基づいて要求ポリシを更新する付記１から付記３のうち
のいずれか１つに記載の情報処理制御システム。
【０１３２】
（付記５）保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、前記情報提供装置から
提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、前記サーバ装置に保持された
情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照
要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、前記情報参照装置は、前記要求ポリ
シに基づいて、前記サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求手段を備え、前
記サーバ装置は、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度
監視手段と、前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と
を備え、前記情報提供装置は、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、



(22) JP 2012-18483 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新する送信ポ
リシ更新手段を備えたことを特徴とする情報処理制御システム。
【０１３３】
（付記６）情報提供装置は、自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を
算出する情報更新監視手段を備え、送信ポリシ更新手段は、サーバ装置から受信した参照
要求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて送信ポリシを更新する付記５記載の情報処
理制御システム。
【０１３４】
（付記７）送信ポリシ更新手段は、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度に応じた
送信周期を規定する送信周期規定情報に基づいて送信ポリシを更新する付記５または付記
６記載の情報処理制御システム。
【０１３５】
（付記８）送信ポリシ更新手段は、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度及び保持
する情報の更新頻度に応じた送信周期を規定する拡張送信周期規定情報に基づいて送信ポ
リシを更新する付記６記載の情報処理制御システム。
【０１３６】
（付記９）保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置と、前記情報提供装置から
提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置と、前記サーバ装置に保持された
情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照
要求を前記サーバ装置に行う情報参照装置とを備え、前記情報参照装置は、前記要求ポリ
シに基づいて、前記サーバ装置が保持する情報の参照要求を行う参照要求手段と、前記要
求ポリシを更新する要求ポリシ更新手段を備え、前記サーバ装置は、前記情報参照装置か
ら行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、前記参照要求の頻度を前
記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と、前記情報提供装置から送信される情
報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、前記受信頻度を前記情報参照装置に送信す
る受信頻度送信手段とを備え、前記情報提供装置は、前記サーバ装置に情報を送信する送
信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報を前記サーバ装置に送信す
る情報送信手段と、自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算出する
情報更新監視手段と、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および、前記更新頻
度に基づいて送信ポリシを更新する送信ポリシ更新手段とを備え、前記情報参照装置の要
求ポリシ更新手段は、前記サーバ装置から受信した前記受信頻度に基づいて、前記要求ポ
リシを更新することを特徴とする情報処理制御システム。
【０１３７】
（付記１０）自身が保持する情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づ
いて当該情報を他の装置に送信する情報提供装置から受信した情報を保持し、他の装置が
保持する情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて当該情報
の参照要求を行う情報参照装置から、当該参照要求を受信する処理頻度通知装置であって
、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視手段と、前
記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信する参照要求頻度送信手段と、前記情報提供
装置から送信される情報の受信頻度を監視する受信頻度監視手段と、前記受信頻度を前記
情報参照装置に送信する受信頻度送信手段とを備えたことを特徴とする処理頻度通知装置
。
【０１３８】
（付記１１）他の装置から受信した情報を保持するサーバ装置から、当該サーバ装置に前
記情報の参照要求を行う情報参照装置からの参照要求の頻度を受信する情報提供装置であ
って、前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて
、保持する情報を前記サーバ装置に送信する情報送信手段と、自身が保持する情報の更新
を監視し、当該情報の更新頻度を算出する情報更新監視手段と、前記サーバ装置から受信
した参照要求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて前記送信ポリシを更新する送信ポ
リシ更新手段とを備えたことを特徴とする情報提供装置。
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【０１３９】
（付記１２）保持する情報を外部の装置に提供する情報提供装置が、当該情報提供装置か
ら提供される情報を受信して装置内に保持するサーバ装置に情報を送信する送信周期を示
す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報を当該サーバ装置に送信し、前記サー
バ装置が、前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視し、前記サーバ装置が
、当該サーバ装置に保持された情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリ
シに基づいて前記情報の参照要求を当該サーバ装置に行う情報参照装置に前記受信頻度を
送信し、前記情報参照装置が、前記サーバ装置から受信した前記受信頻度に基づいて、前
記要求ポリシを更新することを特徴とする情報処理制御方法。
【０１４０】
（付記１３）情報提供装置が、自身が保持する情報の更新を監視して、当該情報の更新頻
度を算出し、情報提供装置が、前記更新頻度に基づいて送信ポリシを更新する付記１２記
載の情報処理制御方法。
【０１４１】
（付記１４）保持する情報を提供する情報提供装置からの情報を受信して装置内に保持す
るサーバ装置に当該情報の参照要求を行う情報参照装置が、前記サーバ装置が保持する情
報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照要
求を行い、前記サーバ装置が、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視し、
前記サーバ装置が、前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信し、前記情報提供装置
が、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度に基づいて、前記サーバ装置に情報を送
信する送信周期を示す情報である送信ポリシを更新することを特徴とする情報処理制御方
法。
【０１４２】
（付記１５）情報提供装置が、自身が保持する情報の更新を監視して、当該情報の更新頻
度を算出し、情報提供装置が、送信ポリシを更新する際、サーバ装置から受信した参照要
求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて送信ポリシを更新する付記１４記載の情報処
理制御方法。
【０１４３】
（付記１６）保持する情報を提供する情報提供装置からの情報を受信して装置内に保持す
るサーバ装置に当該情報の参照要求を行う情報参照装置が、前記サーバ装置が保持する情
報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて、前記情報の参照要
求を行い、前記サーバ装置が、前記情報参照装置から行われる参照要求の頻度を監視し、
前記サーバ装置が、前記参照要求の頻度を前記情報提供装置に送信し、前記情報提供装置
が、前記サーバ装置に情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、
保持する情報を前記サーバ装置に送信し、前記情報提供装置が、自身が保持する情報の更
新を監視して、当該情報の更新頻度を算出し、前記情報提供装置が、前記サーバ装置から
受信した参照要求の頻度、および、前記更新頻度に基づいて前記送信ポリシを更新し、前
記サーバ装置が、前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を監視し、前記サーバ
装置が、前記受信頻度を前記情報参照装置に送信し、前記情報参照装置が、前記サーバ装
置から受信した前記受信頻度に基づいて、前記要求ポリシを更新することを特徴とする情
報処理制御方法。
【０１４４】
（付記１７）自身が保持する情報を送信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づ
いて当該情報を他の装置に送信する情報提供装置から受信した情報を保持し、他の装置が
保持する情報の参照要求を行う参照周期を示す情報である要求ポリシに基づいて当該情報
の参照要求を行う情報参照装置から、当該参照要求を受信するコンピュータに適用される
処理頻度通知プログラムであって、前記コンピュータに、前記情報参照装置から行われる
参照要求の頻度を監視する参照要求頻度監視処理、前記参照要求の頻度を前記情報提供装
置に送信する参照要求頻度送信処理、前記情報提供装置から送信される情報の受信頻度を
監視する受信頻度監視処理、および、前記受信頻度を前記情報参照装置に送信する受信頻
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度送信処理を実行させるための処理頻度通知プログラム。
【０１４５】
（付記１８）他の装置から受信した情報を保持するサーバ装置から、当該サーバ装置に前
記情報の参照要求を行う情報参照装置からの参照要求の頻度を受信するコンピュータに適
用される情報提供プログラムであって、前記コンピュータに、前記サーバ装置に情報を送
信する送信周期を示す情報である送信ポリシに基づいて、保持する情報を前記サーバ装置
に送信する情報送信処理、自身が保持する情報の更新を監視し、当該情報の更新頻度を算
出する情報更新監視処理、および、前記サーバ装置から受信した参照要求の頻度、および
、前記更新頻度に基づいて前記送信ポリシを更新する送信ポリシ更新処理を実行させるた
めの情報提供プログラム。
【産業上の利用可能性】
【０１４６】
　本発明は、他の装置の処理に連動して自装置が行う情報処理を制御する情報処理制御シ
ステムに好適に適用される。また、本発明によれば、プローブ情報サービスなど、情報提
供機器がサーバに対して情報を送信し、外部機器（参照機器）がサーバにアクセスしてそ
の情報を参照するような情報システムに適用できる。
【符号の説明】
【０１４７】
　１　提供機器
　１１　送信手段
　１２　更新監視手段
　１３　受信手段
　１４　ポリシ更新手段
　１５　機器情報記憶手段
　１６　ポリシ記憶手段
　２　サーバ
　２１　受信手段
　２２　受信頻度監視手段
　２３　リクエスト受信手段
　２４　リクエスト頻度監視手段
　２５　送信手段
　２６　機器情報記憶手段
　２７　受信頻度管理テーブル記憶手段
　２８　リクエスト頻度管理テーブル記憶手段
　３　参照機器
　３１　リクエスト手段
　３２　受信手段
　３３　ポリシ更新手段
　３４　ポリシ記憶手段
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